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北
海
道
開
発
の
歴
史

北
海
道
開
発
の
歴
史
は
明
治
２
年（
１
８
６
９
年
）

の
開
拓
使
の
設
置
に
始
ま
り
、
お
よ
そ
１
５
０
年
間

に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
国
の
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
25
年

（
１
９
５
０
年
）に
北
海
道
開
発
法
が
制
定
さ
れ
て
以

降
、
昭
和
26
年（
１
９
５
１
年
）策
定
の
第
１
期
北
海

道
総
合
開
発
計
画
か
ら
平
成
20
年
策
定
の
第
７
期
計

画
に
至
る
ま
で
、国
民
経
済
の
復
興
や
人
口
問
題
の
解

決
、
産
業
構
造
の
高
度
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
供

●
北
海
道
総
合
開
発
計
画
は
、
北
海
道
の
資
源
・

特
性
を
生
か
し
て
、地
域
の
発
展
と
わ
が
国
の

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、国
が
策
定
す
る

計
画
。

●
第
８
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
で
は
、「
世
界

の
北
海
道
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
食
」

と「
観
光
」を
戦
略
的
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

「
生
産
空
間
」を
支
え
、「
世
界
水
準
の
価
値

創
造
空
間
」の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

２
０
５
０
年
の
長
期
を
見
据
え
た
計
画
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

給
な
ど
、時
代
の
変
遷
に
よ
り
計
画
の
主
眼
は
変
化
し

て
き
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
、
そ
の
時
々
の
わ
が
国
が

直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
計
画
的
に
開
発
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

１
５
０
年
弱
の
北
海
道
開
発
の
結
果
、明
治
２
年
に

は
約
５
万
８
千
人
で
あ
っ
た
北
海
道
の
人
口
は
昭
和

33
年（
１
９
５
８
年
）に
は
５
０
０
万
人
超
に
達
し
、
名

目
道
内
総
生
産
は
20
兆
円
弱
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

今
日
の
北
海
道
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

な
ど
、
欧
州
の
一
国
に
も
匹
敵
す
る
規
模
の
地
域
経

済
社
会
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
北
海
道
固
有
の

資
源・特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
全
体
の
安
定

と
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
に
策
定

北
海
道
の
魅
力
は
？ 

と
聞
か
れ
た
ら
、
何
を
想
像

す
る
で
し
ょ
う
か
。
雄
大
な
自
然
、豊
富
な
水
産
資
源
、

広
大
な
農
地
、
冷
涼
な
気
候
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
滑

る
ス
キ
ー
…
な
ど
、
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
、
北
海
道
が
強
み
と
し
て
特
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
、
そ
れ
は「
食
」と「
観
光
」で
す
。

食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）約
２
０
０
％
を
誇

る
わ
が
国
最
大
の
食
料
供
給
基
地
で
あ
る
北
海
道
の

食
品
輸
出
額
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
20
年
の

２
６
２
億
円
に
対
し
平
成
27
年
は
７
７
３
億
円※
１と 

約

３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、海
外
か
ら
の
観
光

客
が
急
増
し
て
お
り
、
平
成
22
年
に
79
万
人
で
あ
っ
た

来
道
外
国
人
旅
行
者
数
は
平
成
28
年
に
は
そ
の
約
３

倍
に
あ
た
る
２
２
３
万
人※

２に
増
加
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
豊
富
な
地
域
資
源
と
ブ
ラ
ン
ド
力
に
よ

り
国
内
外
の
人
々
を
引
き
つ
け
て
い
る
北
海
道
。
こ
の

ま
ま
右
肩
上
が
り
に
順
風
満
帆
！
と
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、そ
の
一
方
で
、
急
速
に
進
展
す
る
人
口
減

少・高
齢
化
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
は
全
国
共
通
の
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
は
全
国
よ
り
も
10
年
程
度

先
行
し
て
人
口
減
少
が
進
行
し
て
お
り
、そ
の
ス
ピ
ー

ド
は
今
後
一
層
加
速
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
州
な
ど
と
は
距
離
感
の
異
な
る
広
域
分
散
型

社
会
を
形
成
し
て
い
る
北
海
道
に
と
っ
て
そ
の
影
響

は
大
き
く
、こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
ん
だ
場
合
、特

に
広
大
な
農
地
や
豊
富
な
水
産
・
森
林
資
源
な
ど
を

有
す
る
地
方
部
に
お
い
て
、食
や
自
然
環
境
な
ど
を
生

ここが
ポイント！

「
世
界
水
準
の
価
値
創
造
空
間
」の
形
成
を
目
指
す

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

第
８
期
目
と
な
る「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」を

※
１　
出
典　
北
海
道
調
べ

※
２　
出
典　
北
海
道「
北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書
」

目指すは「世界の北海道」
 〜第8期北海道総合開発計画始動〜
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み
出
す「
生
産
空
間※
３」の
維
持
が
困
難
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
北
海
道
の
生
産
空
間
は
、わ
が
国
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
今
後
の
北
海
道

開
発
に
お
け
る
中
心
的
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、世
界
に
目
を
向
け
る
と
、わ
が
国
を
取
り
巻

く
経
済
社
会
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、中
国
な

ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

た
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
需
要
の
取
り
込
み
や
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）協
定
な
ど
を

は
じ
め
と
し
た
世
界
経
済
の
連
携・一
体
化
に
伴
う
競

争
激
化
な
ど
、進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
環
境

の
変
化
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
気
候
変
動
な
ど
に
伴
う
風
水
害
、
土
砂

災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
に
対
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
防
災・減
災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高

※
３　
主
と
し
て
農
業・漁
業
に
係
る
生
産
の
場（
特
に
市
街
地
で
は
な
い

領
域
）。
生
産
空
間
は
、
生
産
の
み
な
ら
ず
、
観
光
そ
の
他
の
多

面
的
・
公
益
的
機
能
を
提
供
し
て
い
る
。

※
４　
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
・
価
値
創
造
力
を
持
ち
、
世
界
の
人
々
に

評
価
さ
れ
る
地
域
と
な
る
こ
と
。

度
成
長
期
以
降
、集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
や
港
湾
な
ど
の
社
会
資

本
に
つ
い
て
、施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
の
戦
略
的
な
維

持
管
理・更
新
を
進
め
、
国
土
の
強

き
ょ
う
じ
ん靱

化
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
や
国
際
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
、近
年
、政
府
で
は
、国
土
形
成
計
画（
全
国
計
画
）

を
は
じ
め
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
、
社
会
資
本
整

備
重
点
計
画
と
い
っ
た
各
種
計
画
の
策
定
や
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
開
発
に
お
い
て
も
、こ

れ
ら
各
種
計
画
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
わ
が
国
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
と

と
も
に
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
平

成
28
年
３
月
に
第
８
期
目
と
な
る
北
海
道
総
合
開
発

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
８
期
計
画
で
は
、「
世
界
の
北
海
道
」を
キ
ャッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、「
世
界
水
準
の
価
値
創
造
空
間※

４」の
形

成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
２
０
５
０
年
の
長
期
を

見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
こ
の
形
成
に
向
け

て
、「
人
が
輝
く
地
域
社
会
」「
世
界
に
目
を
向
け
た
産

業
」「
強
靱
で
持
続
可
能
な
国
土
」の
３
つ
の
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
世

界
と
競
争
し
得
る
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る「
食
」

と「
観
光
」を
戦
略
的
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、
農
林

水
産
業
や
観
光
な
ど
を
担
う
生
産
空
間
を
支
え
な
が

ら「
世
界
の
北
海
道
」を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

1950 '60 '70 '80 '90 2000 '10 '20 '30 '40 '50 '60

出典：総務省「国勢調査」・「人口推計」、国立社会保障人口問題研究所
「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）」（出生中位・死亡中位仮
定）・「日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）」、沖縄県「沖
縄県統計年鑑」を基に北海道局作成

人口および高齢化率の推移

出典：総務省「平成22年度国勢調査」、国土交通省「国土数値情報（土地
利用３次メッシュ）第2.3版」・「国土数値情報（将来推計人口メッシュ（国
政局推計））」を基に北海道局作成

2010年の人口分布 2050年の人口分布

人口分布の推計

北海道の広さ

2050年、地方部では無人化が急速に進行

本州などとは距離感の異な
る広域分散型社会

北海道の人口減少は全国よりも１０年程度先行して
進行
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中
し
て
お
り
、
今
後
は
道
央
圏
以
外
の
地
域
に
お
い

て
、い
か
に
外
国
人
旅
行
者
を
呼
び
込
ん
で
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
内
の
月
別
外

国
人
宿
泊
者
数
を
見
る
と
、
緑
豊
か
で
冷
涼
な
夏
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
地
域
、
反
対
に
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
冬
の
数
カ
月
間
に
の
み
集
中
す
る
地
域
な
ど
、

地
域
ご
と
に
季
節
に
よ
る
変
動
が
非
常
に
大
き
い
と

い
っ
た
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
外
国
人
旅
行

者
数
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
日
本
人
旅
行
者
数

は
、平
成
11
年
度
を
ピ
ー
ク
に
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
現

状
に
あ
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
付
加
価
値
を
い

か
に
創
出
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
第
８
期
計
画
で
は
、
来

道
観
光
客
の
玄
関
口
と
な
る
新
千
歳
を
始
め
と
す
る

空
港
や
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
る
港
の
環
境

整
備・改
善
な
ど
、ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
強
化
し
て
い

く
ほ
か
、
観
光
地
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
図
る

た
め
高
速
交
通
体
系
の
整
備
、
雄
大
な
景
観
を
楽
し

む
ド
ラ
イ
ブ
観
光
や
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

な
ど
、北
海
道
が「
世
界
水
準
」の
観
光
地
と
し
て
認
知

さ
れ
、
人
々
を
引
き
つ
け
る
地
域
と
な
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

第
８
期
計
画
の
主
な
取
り
組
み

◆「
世
界
水
準
」の
観
光
地
の
形
成
に
向
け
て

北
海
道
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
平
成
28
年

に
２
０
０
万
人
を
超
え
、日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行

者
数
の
約
１
割
を
占
め
て
い
ま
す
。そ
の
旅
行
者
の
国

別・地
域
別
割
合
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
旅
行

者
が
全
体
の
約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。中
国
お
よ
び

台
湾
か
ら
の
旅
行
者
が
そ
れ
ぞ
れ
約
54
万
人
と
全
体

の
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
韓
国
、
香
港
、
タ

イ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊
先
は
、
約
７
割
が
札

幌
市
や
小
樽
市
、
登
別
市
な
ど
を
含
む
道
央
圏
に
集

新たな計画の概要

世界水準の観光地とは

来道外国人旅行者数の推移

そこでしか得られない「特別な体験」が地域にあることに気付き、それを観光資源と
して生かしてビジネスへと高め、地域が一体となって支えている地域。

【旅行者】
1. 世界から憧れられる。
2. 多くの（相応の）観光客が訪れ、

お金を使う。
3. 訪れた観光客が満足し、また

訪れたいと思う。

【観光に関係する者】
4. 商品・サービスが揃い、　　　

ビジネスとして成立している。

【観光に直接的に関係しない者】
5. 地元住民が観光の重要性を

理解している。 6. 地域における運営体制
が確立している。

北
海
道
で
し
か
得
ら
れ
な
い

「
特
別
な
体
験
」（
例
）

地元食材を使った料理
（エゾシカ肉）

希少な野生生物
（浜頓別町・オオワシの森）

アイヌ文化 パウダースノー

世界水準の観光地とは
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◆「
食
」の
総
合
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て

北
海
道
の
農
業
に
は
、
開
拓
の
歴
史
が
生
ん
だ
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模
で
専
業
農

家
主
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
農
業
経
営
、
豊
富
な
地

域
資
源
な
ど
は
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
柔
軟
性
や
耐

力
を
生
み
、新
た
な
価
値
の
創
造
力
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

就
農
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、北
海
道
が
持
つ
食
料
生
産
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
生
か
す
た
め
に
は
、
新
技
術
の
活
用
や
経
営
形
態

の
革
新
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
大
区
画

化・汎
用
化（
水
田
に
野
菜
な
ど
の
作
付
け
を
可
能
と

す
る
こ
と
）な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
高
収
益
作

物
の
作
付
け
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
農
業
収
益
力
の
向

上
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
リ
ス
ク

の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
水
利
施
設
な
ど

の
耐
震
化
や
洪
水
被
害
防
止
な
ど
の
対
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

北
海
道
の
食
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、農
業
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
産
業
に
お
い
て
も
全
国
水
揚

げ
量
の
３
割※

５を
占
め
る
重
要
な
拠
点
で
す
。

食
料
品
等
輸
出
額
の
約
９
割※

６を
占
め
る
水
産
物
・

水
産
加
工
品
は
、
高
鮮
度
で
安
全
か
つ
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
特
に

日
本
海
海
域
に
お
い
て
ホ
ッ
ケ
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
な
ど

の
回
遊
性
資
源
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
安
定
し
た
生
産
・
出
荷
が
可
能
な
養
殖
・
栽
培
漁

業
の
普
及
を
促
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、水
産
資
源
の

回
復
お
よ
び
管
理
を
図
る
た
め
、
漁
獲
可
能
量
制
度

な
ど
に
よ
る
公
的
な
資
源
管
理
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、高
鮮
度
で
安
全
な
水
産
物
の

安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
屋
根
付
き
岸
壁
な
ど
の
施

設
整
備
と
併
せ
た
高
度
衛
生
管
理
対
策
や
漁
港
施
設

の
地
震
・
津
波
対
策
、
長
寿
命
化
対
策
な
ど
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、「
食
」の
高
付
加
価

値
化
・
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
、
農
林
水
産
物
や

食
品
の
安
全
性
向
上
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、
産
業
間
で
の
連

携
や
新
た
な
価
値
の
創
造
な
ど
、
生
産
・
加
工
・
流
通

水田の排水改良により
キャベツの作付け可

【整備前】小区画、不整形、排水不良

【新技術の導入】

【新たな営農の展開】

GPS付き無人トラクター

屋根付き岸壁

屋根付き岸壁 荷さばき所など

電動フォークリフト

電動フォークリフト

清浄海水給水栓

【整備後】大区画化、排水改良

清浄海水導入施設

水田の大区画化・汎用化

水産物の高度衛生管理
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の
各
段
階
で
主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
進
し
、「
稼
ぐ

力
」を
磨
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
に
関
わ
る

幅
広
い
産
業
と
関
連
機
関（
学
官
民
金
）が
オ
ー
ル
北

海
道
で
今
ま
で
以
上
に
緊
密
に
連
携
・
協
働
で
き
る
体

制
を
整
備
し
、
６
次
産
業
化
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
、北
海
道
な
ら
で
は
の
食
の
総
合
拠
点
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

◆
北
海
道
の
食
と
観
光
を
支
え
る 

　「
生
産
空
間
」の
持
続
的
発
展
に
向
け
て

本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
は
、「
人
」こ
そ

が
資
源
で
す
。地
域
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
こ
に
関
係
す
る
人
々
が
、
そ
の
個
性
を
最
大

限
発
揮
し
、
新
た
な「
価
値
」の
創
造
が
活
発
に
行
わ

れ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
多
様
な
人
々
を
引
き
つ
け
、活
力
あ
る
地
域
社

会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
内
外
の
交
流
・

外国人観光客に、
魅力あふれる北海道の
ドライブルートをガイド＆サポート！

協
働
を
促
進
し
、
人
口
減
を
地
域
の
課
題
解
決
・
活

性
化
に
携
わ
る
活
動
人
口
の
増
加
で
カ
バ
ー
す
る
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
発
掘
・
育
成

し
、
未
来
に
向
け
て
地
域
が
動
き
出
す
き
っ
か
け
を
醸

成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
は
、人
的
資
源
の
開
発
に
着
目
し
、人
々
の
集

積
の
薄
さ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
密
度
で
カ
バ
ー

し
な
が
ら
、「
価
値
創
造
力
」を
強
化
し
て
い
く
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

CO
LU

MN

※
５　
出
典　
農
林
水
産
省「
漁
業
・
養
殖
業
生
産
統
計
」

※
６　
出
典　
函
館
税
関「
北
海
道
貿
易
概
況
」

アプリ「Drive Hokkaido!」
の画面の一部

北海道を訪れる外国人観光客は主に道央地域を訪れていますが、
せっかく北海道に来たのだから、道央以外の地域の雄大な自然の風
景や温泉、その土地ならではの味覚を体験してもらいたいものです。

そこで外国人観光客に、レンタカーを利用して道内各地に足を伸
ばしてもらおうと、「北海道ドライブ観光パス社会実験」を行ってい
ます。

平成28年度は対象を「ひがし北海道」地域に限定し、10月1日から
11月30日までの2カ月間、レンタカーを借りる外国人観光客に124
施設の特典付き観光パス（クーポンブック）を配付することで、観光
客を「ひがし北海道」へ誘導する取り組みを行いました。レンタカー
店舗などで約２０００冊の観光パスを配布したところ、29施設で60冊
１１３枚のクーポンが利用され、アンケート回答者の約３割から旅行
先の選定で影響があったとの回答がありました。

本年度は、9月1日から
11月30日までの３カ月間、
特典提供施設を北海道全
地域（札幌市を除く）に拡
大し、スマートフォンアプリ

「Drive Hokkaido!」（株式
会社ナビタイムジャパン提
供）を活用して、特典提供施
設の情報発信、観光ガイド
や景色の良いドライブルー
ト案内を行います。

アプリはすでに公開済み。外国人のお友達が北海道旅行を
計画していたら、ぜひ教えてあげてください。
ホームページ　https://hokkaido.japandrive.com
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